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    平成２平成２平成２平成２５５５５年度の業務スタッフを紹介します。年度の業務スタッフを紹介します。年度の業務スタッフを紹介します。年度の業務スタッフを紹介します。 

本年度もよろしくお願い申し上げます。本年度もよろしくお願い申し上げます。本年度もよろしくお願い申し上げます。本年度もよろしくお願い申し上げます。 
 

   
口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病の発生予防のための検査・指導等

を実施するとともに、県民の皆様に、農場から食卓へ安全・安心な畜産物が提供できるよ

う、引き続き所員一丸となって取り組みます。 

○保健衛生課○保健衛生課○保健衛生課○保健衛生課 

    課長課長課長課長    小嶋義登小嶋義登小嶋義登小嶋義登 
    課員課員課員課員    山本修山本修山本修山本修 

塩沢明美塩沢明美塩沢明美塩沢明美 

・ 所の窓口課となりますので、誰に聞いていいのかよくわからない

ときには、とりあえず保健衛生課にご連絡を 

・ 担当：動物薬事、放牧衛生対策、みつばちふそ病検査等 

○防疫課○防疫課○防疫課○防疫課 

    課長課長課長課長    神田章神田章神田章神田章 

    課員課員課員課員    小林千恵小林千恵小林千恵小林千恵 

・ 家畜の病気や予防対策に関することならまず防疫課へ 
口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ対策の窓口もこちらです 

・ 担当：家畜伝染病予防法に基づく家畜の各種検査、家畜疾病診断 
  のための病性鑑定、養豚の生産性向上対策、家畜の予防注射 
  の推進等 

○環境指導課○環境指導課○環境指導課○環境指導課 

    課長課長課長課長    上條明良上條明良上條明良上條明良 

    課員課員課員課員    德武慎哉德武慎哉德武慎哉德武慎哉 

・ 乳質改善・繁殖技術等、生産性向上に関することなら環境指導課へ 

・ 担当：安全・安心な畜産物生産への支援のための衛生管理指導、 
  受精卵移植推進・繁殖性向上対策、家畜改良推進、畜産環境 
  対策、飼料高騰関連対策等 

 
 

長 野 家 畜 保 健 衛 生長 野 家 畜 保 健 衛 生長 野 家 畜 保 健 衛 生長 野 家 畜 保 健 衛 生 所所所所    

北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協北 信 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協 会会会会    

〒〒〒〒380380380380----0944 0944 0944 0944 長野市安茂里米村長野市安茂里米村長野市安茂里米村長野市安茂里米村1993199319931993    

Tel 026Tel 026Tel 026Tel 026----226226226226----0923 Facs.0260923 Facs.0260923 Facs.0260923 Facs.026----227227227227----2665266526652665

EEEE----mail:mail:mail:mail:nagakachiku@pref.nagano.lg.jpnagakachiku@pref.nagano.lg.jpnagakachiku@pref.nagano.lg.jpnagakachiku@pref.nagano.lg.jp

平成25年(2013)年 4月24日 

H25-1 

長野家畜保健衛生所長長野家畜保健衛生所長長野家畜保健衛生所長長野家畜保健衛生所長    唐沢正信唐沢正信唐沢正信唐沢正信 

踏み込み消毒槽は伝染病予防の第一歩 

まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

  偶蹄類飼養者の皆様へ  

中国・ロシア・東南アジアで 

口蹄疫が継続発生しています。 

引き続き注意をお願いします 

 H25.1月以降の発生報告 

  H25.1月：中国 四川省 

  H25.2月：中国  チベット自治区、広東省 

  H25.3月：ロシア ザバイカリエ地方、中国 青海省 

  H25.4月：中国 新疆ウイグル自治区 

             チベット自治区 



牛白血病ウイルス全国浸潤状況調査の分析結果について 

１ 調査対象 

  農林水産省が平成２１年度から２３年度にかけて、全国の家畜保健衛生所毎に４戸の農場を 

無作為に抽出し、抗体検査、農場の飼養状況等について聞き取り調査を実施しました。 

２ 調査結果 

（１）抗体陽性率 

・乳用牛で約 40％（農場レベルで約 80％）、肉用牛で約 30％（同、約 70％）と推定。 

・年齢別陽性率では加齢とともに増加し、3～４歳で一定となった。 

・地域的には北海道が低く、九州／沖縄地方が高い傾向 

（２）ウイルス伝搬に関するリスク要因 

・農場間及び農場内でのウイルス伝搬には、「外部導入」、「育成牛の預託」、「吸血昆虫」、「つな

ぎ飼いでない」、「子牛と成牛の接触」が関与していることが推察 

 

 

 

 

 

 

３ 対策 

 全頭の抗体検査を実施して農場内の汚染状況を把握して、農場に応じた対応を実施します。 

 【抗体陽性牛がいない農家】 

抗体陽性牛を入れない対策が基本 

  ・抗体陽性牛を導入しない ・定期的（年 1 回）に全頭の抗体検査を実施し、状況を把握 

 【 抗体陽性牛がいる農家 】 

抗体陽性牛を増やさないことが基本。時間をかけてゆっくり清浄化に向けた対策を進めます。 

  ・抗体陽性牛と抗体陰性牛は可能な限り離す。（網戸１枚でも効果がある） 

  ・搾乳などの作業は抗体陰性牛から実施し、抗体陽性牛は最後に搾乳。 

  ・直腸検査の手袋は１頭１枚。 ・出血を伴う作業（除角）を行う際は、常に消毒を実施。 

  ・初乳は抗体陰性牛のものか、加熱殺菌したものを給与。 ・吸血昆虫の駆除を積極的に行う 

  ・抗体陽性牛は精密検査により、発症リスクの高低を確認。 

            ◎◎◎◎長野長野長野長野家畜保健衛生所では、牛白血病抗体検査・結果に基づく清浄家畜保健衛生所では、牛白血病抗体検査・結果に基づく清浄家畜保健衛生所では、牛白血病抗体検査・結果に基づく清浄家畜保健衛生所では、牛白血病抗体検査・結果に基づく清浄化対策を重点施策としています。化対策を重点施策としています。化対策を重点施策としています。化対策を重点施策としています。    

抗体検査をご希望の方は当所までご連絡ください。抗体検査をご希望の方は当所までご連絡ください。抗体検査をご希望の方は当所までご連絡ください。抗体検査をご希望の方は当所までご連絡ください。    

 

  家きん飼養者の皆様へ  

中国における低病原性鳥インフルエンザ 

（Ｈ７Ｎ９）の発生状況(2013.4～) 

鶏、ハト（飼育、野生）で 

ウイルスが検出されています 

・引き続き野鳥・渡り鳥等の侵入防止 

 対策をお願いします。 

調査概要

区 分 乳用牛 肉用牛

調査頭数 11,113 90,722

抗体陽性率 40.9% 28.7%

調査戸数 563 490

抗体陽性率 78.3% 68.8%

地域 乳用牛 肉用牛

北海道 11.5 16.8

東北 23.8 39.9

関東 41.9 23.7

北陸・中部 31.9 22.4

近畿 37.2 20.6

中国・四国 45.4 21.5

九州沖縄 64.6 42.4

合計 40.9 28.7

地域別抗体陽性率(%)


